
R口 EK PAttHT

テ…マルチ
弱溶剤一液型変性エポキシ樹脂シーラー

付着性・浸透性抜群ダ

ターベン希釈型ゴ 一液架橋型ゴ
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ロック建築用シーラー「エポシーラーマルチ」は、付着性および浸透性にすぐれたターベン

可溶の一液反応硬化型特殊エポキシ樹踏を便用した高性能クリヤーシーラーです。

●付君性 ・濯透性にすぐれる。

各種宗地によく浸透し、脆弱素材の表画を補強し、すぐれた付着性を発揮します。また水分や炭酸ガスの浸入を防ぎ、コンク

リート、モルタルなどの中性化を防ぐ効果があります。

●―液築橋型
二液型塗料と違い、配台の手間やミスがなく、作業性にすぐれています。また可使時間の制限もないので、塗料を無駄にする

ことがありません。

●ターベン可潜型

溶解力の弱い溶剤を使用していますから、旧塗膜を侵すことがなく、活膜状態の各種旧塗膜に直接塗装が可能です。

また、においがマイル ドですから、周辺地域や作業者の環境にも配慮した塗料です。

●幅広い上豊り適性
一液タイプから二液タイプまで、ほとんどの弱溶剤上塗り塗料が塗装可能である上、水性上塗り塗料にも適性があるため、

塗り替え改修に最適なシーラーです。

釈 i通常不要 (必要な場合は0160059塗 料用シンナー、

0160095エ ナメルシンナー)

各種水性塗料 溶剤型≧料の≧り替え用としてこ使用できます。

(注1)シリコン、フッ索樹脂系の旧塗膜には使用できません。

(注2)水性の旧塗膜で活凛の場合、リフティングをおこすことがあります。塗装前

に試し塗りを行つてください。

●水 性 塗 料 :ビ,レロックエ、ビニロックウレタン、ユニロックAイ グロス、

シリコマックス屋根 IL用など

●弱溶剤型塗料 :ユメロック エパーロックウレタン、シャネツロック弱潜剤型、

ダイナロックIlなどの弱溶剤型塗料

(その他詳細な適応上塗塗料については、当社営業迄お問い合わせください。)

●標 準 塗 装 回 数 ¬ 回
●標 準 塗 付 曇 !008～ 010kg/市  回
●標 準 塗 布 面 積 !140～ 1フ5面 /1 4rg 回

●塗り重ね可能時間 13時 間以上 (20■ )

(上記の数値は、標準的な塗装を行う際のもので、塗装時のロスを考慮に入れた

数値です。気温、天候状態、膜厚、素地の状態や塗装器具の種類、形状などにより

多少異なります。)

030、8150 エ ポシーラーマルチ  1 4kg

●消防法 モ危険物第4類  第 二石油類 (危険等級lll)

●有機則 :第 3種 有機潜剤

コンクリート、モルタル、フレキンブルボード、サイディングボードせつこうボード

けい酸カルシウム板、各種新屋根材(コロニアル、カラーベスト)など

●塗る面のゴミ、カピ、こけ、油分などの汚れやはがれかかった塗膜はよく
取り除き、 乾 いた清浄な面にしてください。

●たえす結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。
●塗装中および塗装後24時 間は5● 以下にならない場所で使用してください。
また湿度が8596以 上の場合は、塗装を避けてください。降雨、降雪など
天候不良の恐れのある場合は塗装を逆けてください。

●塗り重ね可能時間は、塗付二や索地の吸い込みの程度により大きく異なります。
特に吸い込みの大きい素地に塗装する場合は、8時 間以上(20℃ )塗装間隔
をあけてください。

●索地の吸い込みが著しい場合、ぬれ感が出るまで塗付してください。素地の
吸い込みは、素地調聾の状況、素材気乾比重、自水率などにより大幅に変わ
ります。あらかじめ試し塗りを行い、所要望を確認してください。

●硬化が不十分な場合、塗料用シンナーで再潜解する場合があります。
●コンクリー トやモルタル、窯業系サイディングポー ドなど吸い込みの少ない
索地に塗装する場合、必要以上に厚塗りすると剥離の原因となりますので
注意してください。

●登木、天端など長時間水が浦留する箇所では、と膜が自化、ふくれ、剥離が
発生する場合があります。

●アスフアル トシングル材、粘土瓦(いぶし瓦、和薬瓦)にはと装しないで
ください。

●シーリング面への塗芸は行わないでください。塗膜の汚染、副離、割れの
原因となります。やむを得す行う場合は、シーリング材が完全に硬化した
ものとし、塗り重ね性を確認後、必要な処理を行つてください。

●日塗膜の種類によつては、リフティングを起こすことがあります。
●溶剤系塗樹のため、室内での塗装は必す換気を行つてください。また外部で
の塗装においても、換気田空気取り入れ口などに養生を行い、溶剤蒸気が
室内に入らないように注意してください。

●F☆☆☆☆以外の材料 (披塗物、来材、上とり塗料を含む)を 使用したり、
各工程の塗装間隔や塗付ヨ、希釈■を守らなかつた場合、F☆☆☆☆仕様で
なくなることがありますので注意してください。

●本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引渡しの際は、
施主に対して安全性に十分に注意を払うようにこ指導ください。

●不指定多数の方が利用する施設を施工した場合は、ベンキ塗りたてである
などの立看板等を設画し、化学物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が
接する事のないようにこ配慮願います。

●引火性の危険物および、健康に有害な有機溶剤などを自有していますので、
製品容器の注意書きおよび製品安全データンー ト (MSDS)を よく読み、
注意事項を厳守してください。

◎ EB,… ル ト 株式書祉
東京営業部 〒1 9 6 0 0 7 6東京都江東区南砂2 0 7‐2   大 阪営業部

TEL(03)364は6000 FAX(03)3640900D

lし幌営業所 〒∞30011 lL幌市自石区中央―条4343  明 石営業所
TEL(011)312‐2761  FAX(011)8129904

西関東営業所 i2291191 神奈川県相模原市西橋本+1516  岡 山営業所
TEL(042)700 011l  FAX(042)7003112

名古屋営業所 子454 tX 59名古屋市Ⅲ"1区福〕1町1」  福 岡営業所
T[L(052)351 6510 FAX(052)361 74ee

I                      URL http t//www rockpa nt co lp
※本カタ白グの内容については、予告なく変更することがありますのであらかじめご了承ください。
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〒5 5 5∞3 3大 阪市西淀川区姫島3 1 4 7
「EL(06)6473 1055 FAX(06)64731000

〒674的研 兵障県明石市二見町西二見駅前31
「EL(073)949 3101  FAX(073)9493102

〒7 0 1 1 1 勢同山市北区三和 1 0 0 0 3 4
TEL(086)294‐1201  FAX(086)2946966

i3110119福 岡県培屋郡新宮町根ケ浜3み 1
TEL(092)962 0661  FAX(092)9631241
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